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外国人が安心して集える居場所づくり＆エンパワメントをすすめる事業や多文化共生社会を推進するひとづくりを 

中心に、さまざまな活動を地域や学校と連携しながら日常的に展開しています。 

【活動理念】市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、 

世界とつながる多文化共生社会をつくる 

受 賞 歴 

公益財団法人とよなか国際交流協会 大阪府豊中市玉井町1-1-1-601 エトレ豊中6階  

とよなか国際交流センター TEL:06-6843-4343 FAX 06-6843-4375 （水曜休館） E-mail: atoms@a.zaq.jp  URL http://www.a-atoms.info 

2016.10 
大阪NPOセンター 
CSOアワード 
CSO賞 

  
2014.01 

大阪弁護士会 
人権賞 

2013.05 
憲法記念日  
大阪府知事 
公共関係功労者賞 

2013.02 

公益財団法人パナ
ソニック教育財団 
2012年度 
「子どもたちの
“こころを育む活
動”」奨励賞 

ごあいさつ「2024年度を振り返って」  

               

松本康之（理事長）／山野上隆史（常務理事兼事務局長） 

 

 2024年度も熱気と活気、笑いに満ちた一年でした。全てを収めることが

できないのがとても残念ですが、この冊子から少しでもその空気感を感じ

取ってもらえたら幸いです。 

 事業報告書の概要版を初めて出したのが、「こくりゅう＠home 

2015」。今回が10年目、記念すべき第10号です。振り返ってみると、年を

重ねるごとに、ボランティアも事業も厚みを増し、地域の理解も広がって

きたと感じます。でも、まだまだ楽しみながらも、歩みは止めずにいこう

と思います。引き続き、どうぞよろしくお願いします。  
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写真上段：韓国の秋夕交流会（左）、バレーボール交流会＠豊島体育館（右） 写真中段：こども母語での水餃子づくり（左）、にちようがちゃ

がちゃだん「普段から、笑いの絶えない学習時間を楽しんでます」（右） 写真下段：庄内にほんご「学習者とボランティアの交流会。みんな笑

顔です」（左）、ホストファミリー事業の万博公園ピクニック（右） 

Photo Gallery 2024 

広告協賛 



１年間で外国人市民数は約 650人と大き
く増加しました。新型コロナウィルス感染
症対策として実施されていた水際対策が
緩和された2022 年 4月以降のこの3年
間で外国人市民数は約 2,000 人も増加
しています。

●　  ヨーロッパ　 3.7 %
●　  北米　　　　 3.0 %
●　  南米　　　　 1.8 %
●　  アフリカ　　 0.9 ％
●　  オセアニア　  0.4%

アジア
90.2%

1 中国 2,273
2 韓国・朝鮮 1,868
3 ベトナム 1,142
4 インドネシア 343
5 ネパール 342
6 フィリピン 331
7 ミャンマー 191
8 米国 172
9 台湾     151
10 インド     113

上位 10ヵ国・地域

この１年間で増加が目立ったのは、
中国、ミャンマー、ベトナムの人た
ちでした。インドネシア、ネパール
の人たちも昨年に引き続き増加して
おり、より多様な文化的・宗教的
背景を持つ人たちが暮らすように
なっています。

豊中市の外国人人口

国籍数

出身圏の割合

7,870人

99ヵ国・地域

約90%がアジア出身

2014
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（人）
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1年で約650人
３年間で約2,000人

増加

新型コロナ
パンデミック

水際対策緩和

急増

（人）

アトムス

外国人をとりまく現状とATOMSの取り組み
ATOMS公式キャラクター

コモ&スース

外国人をとりまく現状
　　　　　　　　　　　　　　　　　         

＊2025 年 3月末のデータより
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今後、日本に長く暮らす可能性もあります

＊このほか、介護分野で働く人たちは特定技能のうち 130 人、技能実習のうち推定 42 人
となっています。定住者や永住者の中には介護施設で働いていることも多いことから、豊中
市内で介護職についている外国人は少なくとも250人以上いると推計されます。

長く暮らす人たち　3,908人

在留資格の割合

＊(　)は前年比

子ども*が多い地域

① 北中部   197人

② 中西部   126人

③ 北西部   125人

高齢者*の外国人が多い地域

① 南部　   188人

② 北西部   129人

③ 中西部   124人

全圏域で外国人市民は増加しており、北東部を
除くいずれの圏域でも 100 人近く増えています。
特に北中部、中西部では、特定技能、技術・人
文知識・国際業務、家族滞在の人が増えています。
また、市全体として学齢期の子どもや 20 代～
30 代前半の若者が増加しています。

＊0～14歳 ＊65歳以上

※外国籍の子どものみ。両親のどちら
かが日本国籍の場合、子どもも日本国
籍を取得できます。日本国籍をもつ外
国にルーツを持つ子どもをこの数に含め
ると大きく増加することが想定されます。

永住者 特別
永住者

日本人の
配偶者等

定住者 永住者の
配偶者等

介護*留学家族滞在技能実習技術・
人文知識・
国際業務

特定技能 経営・管理 その他

1,942

1,354

370
167 75 74

746
586 427 452

864

136

677

昨年と比べると、「技術・人文知識・国際業務」や「特定技能」
といった労働者とその家族（「家族滞在」）の数が大きく増
加しました。また、永住者も増えており、日本で長期的に
暮らそうとする人たちがより一層増えてきています。

地域別外国人人口

北西部

中西部

北中部

中部

中東部

南部

北東部

1,100人
（＋121）

1,784人
（＋113）

国際交流センター

1,323人
（＋144）

1,094人
（＋116）

760人
（＋10）

852人
（＋111）

957人
（＋99）

市民の主体的で広範な参加により、人権尊重
を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、
世界とつながる多文化共生社会をつくる。

とよなか国際交流協会 通称ATOMS　Association for Toyonaka Multicultural Symbiosis
アトムス

基
本
理
念

事
業
の
　

　   

三
本
柱

1. 多様な人々が尊重される地域づくり
2. 周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり
3. 学校とつながってつくる豊かな未来
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01

センターから飛び出して実施している事業02

乳幼児 こども

外国人ママのための場所「おやこ」 … P.16

多文化子ども保育「にこにこ」 … P.9 こども母語 … P.8 若者支援事業 … P.10 

留学生・ホストファミリー事業 … P.15

韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい … P.9

多言語での相談サービス（11言語） … P.12

学習支援「サンプレイス」 … P.8

学習日本語「こんぱす」 … P.11

豊中市には乳幼児から高齢者まで、様々な世代の外国人が暮らしています

外国人ママのための場所「おやこ」

外国人のライフステージに沿った多様な支援

《庄内》
しょうないおやこ
しょうないREK
庄内にほんご

《岡町》
おかまちおやこ 《市全域》

つながれ とよなか 
オンライン！

外国人人口は増えていますが、
① ATOMSの存在を知らない人も多い（外国人にも、日本人にも）
② 市北部にあるセンターまで来ることが難しい外国人も多い
③ 地域の人が外国人の状況や課題をよく知らない
④ 外国人が孤立している （ご近所とつながりがない）
                                                                      などの課題があります。

そこで、ATOMSは各地域の公共施設にも赴き、事業を実施しています。

《千里》
せんりおやこ
千里にほんご

ATOMSの取り組み
アトムス
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■　多文化フェスティバル … P.11
■　講師派遣  … P.22
■　多言語による進路ガイダンス … P.11
■　ニュースレター『こくりゅうだより』
表紙イラスト（池田高校、桜塚高校） … P.22

■　韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい … P.9
■　豊中市立小学校外国語体験活動事業 … P.13

 ■　しょうないREK … P.23
　　➡ 多文化共生に関するカフェの開催
■　とよなか国際交流センター登録団体との連携 … P.23
　　➡ 国際交流フェスタ など 
■　共同デスク＝5団体※が共同運営している事業 … P.23
　　➡ 中間支援組織間の情報共有・連携　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2024年度現在）

※（社福）豊中市社会福祉協議会、（一財）とよなか男女共同参画
推進財団、（特活）とよなか市民環境会議アジェンダ21、（特活）とよ
なかESDネットワーク、（公財）とよなか国際交流協会の5団体。

■　外国人ママのための場所 「おやこ」
［しょうない／おかまち／せんり］ … P.16
　　➡ 岡町、庄内、千里各図書館

地域で活動する市民ボランティア03

さまざまな団体と一緒に取り組む活動04

おとな 高齢者わかもの

若者支援事業 … P.10 

Filipino Young at Heart’s Club … P.14
（フィリピン人の中高年支援事業）

留学生・ホストファミリー事業 … P.15

日本語交流活動 … P.17 

日本語交流活動

多言語での相談サービス

若者支援事業

ATOMSで活動するボランティア 

　約   430人!!

学
校
と
の
協
働

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連
携

図
書
館
と
の
協
働

日本語ボランティア ： 約160人
ママさんボランティア ： 約20人
大学生・高校生ボランティア ： 約40人
外国人ボランティア ： 約40人
その他 ： 約100人
ホストファミリーボランティア ： 62家族
賛助会員 ： 個人会員78人、団体会員5団体

子育て中の人や外国人も
ボランティアとして
活躍しています

HP FaceBook LINE Instagram
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各 事 業 か ら の 報 告 

外国にルーツを持つ子どもたちのための居場所づくり。大学生ボランティアが運営しています。 

毎週日曜日13:00～15:00（第一日曜日は休み） 

2024年度を 

振り返って 
 外国にルーツをもつ小学

生から中高生までの子ども

たちが安心して勉強や遊び

など、様々な活動ができる

居 場 所 づ く り を し て い ま

す。子どもたちのやりたい

ことを中心にボール遊びや

トランポリンなどで体を動

かしたり、将棋やチェスを

したり、おしゃべりをした

りしています。今年度は夏

休みの宿題をやる会やお化

け屋敷イベント、春の遠足

など、季節ごとの催しを行

い、参加してくれた子ども

たち同士の交流を深めるこ

とができました。 

2025年度に向けて 
 ボランティア同士の連携を深め、外国に

ルーツをもつ子どもたちにとって安心できる

居場所となるよう活動していきます。子ども

たちが主役になって楽しめるような新たなイ

ベントも企画していきたいです。  

ボランティアより 

外国にルーツをもつ子どものための母語教室。中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語を開講しています。講
師はそれぞれのルーツをもつ若者です。（ポルトガル語、タイ語は現在一時休講中） 

第2、第4日曜日 10:00～11:30 

2024年度を 

振り返って 

 スペイン語クラスでは

単語カードを用いたゲー

ムやすごろく、ものづく

りなど、子どもの関心に

合 わ せ た 内 容 を 取 り 入

れ、親しみをもって学べ

るよう工夫しています。

中国語クラスでは日常的

なフレーズを中心に子ど

も の レ ベ ル に 合 わ せ、

ボードゲームを活用する

などして楽しみながら学

習を進めています。春節

の 時 期 に 餃 子 を 作 っ た

り、夏 に カ ル ナ バ ル（南

米地域のお祭り）を開催

したり、自分のルーツの

ある文化を大切にできる

機会も作っています。  

2025年度に向けて 
子どもたちが安心して

母語を使いながら遊べる

雰囲気づくりを進めてい

きます。スペイン語クラ

スでは参加者が減ってい

るので、広報にも力を入

れ、活動の輪を広げてい

きたいです。  

写真上左）スペイ

ン語の活動のよう

す 

写真上右）中国語

の活動のようす 

写真下左）春節餃

子づくり 

写真上下）カルナ

バルのようす 

写真上左）国立民族学博物館へおでかけ 

写真下左）遠足  

写真右上・下）普段の様子 

ボランティアより 
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外国にルーツをもつ乳幼児のための保育活動。保育ボランティアが運営しています。 
毎週木曜日13:30～15:00 / 金曜日10:30～12:00 

2025年度に向けて 
子どもが集団生活に入る前に、保育者が中に入り、子ども同士の関係をつないでいきたいです。「にこにこ」に来るのが楽

しみになるような雰囲気づくりを頑張りたいです。  

2024年度を 
振り返って 

 

 活動日によって多い少

ないはあるものの、子ど

もたちの貴重な成長の瞬

間に立ちあえて、とても

うれしいです。言葉や文

化などの違いはあります

が、いろんな国の子ども

た ち と 関 わ り、遊 ぶ 中

で、大 切 な こ と は 同 じ

【～人と人とのつながり

（信頼関係）～】だと改

めて感じました。  
写真）活動の様子 

韓国・朝鮮にルーツをもつ子どもたちが集まり、ソンセンニム（民族講師）やチング（友だち）と
自分たちの歴史や言葉、遊びなどの文化を学んでいます。基本毎月第3土曜日9:30~11:30に開催。 

2024年度を 
振り返って 

 

 今年度も5月から3月まで

9回実施しました。ソンセ

ンニムを中心に言葉の学習

や工作、いろいろな遊びを

しました。続けて参加する

ことでチング同士のつなが

りが深まってきました。11

月には、コリアタウンへの

フィールドワークも行いま

した。韓国・朝鮮と日本の

歴史的なつながりについて

も 学 び ま し た。1月 は、調

理実習もしました。自分で

作ったホットクや保護者が

作ってくれた料理をおいし

くいただきました。 

2025年度に向けて 
つどいの活動は子どもたちに

とって大事な学びの場です。ソン

センニムと協力して、子どもたち

が心を開き安心して参加できるよ

うにしていきたいです。さらにた

くさんのチングに集ってほしいで

す。 

共催団体の豊中市在日外国人

教育推進協議会の先生方より 

写真左上）ソンセンニムのお話を聞いて学習しています。 

写真左下）コリアタウンへ行き、「つるのはし」を見学し

ました。 

写真右上）みんなでホットクを焼いて食べました。 

ボランティアより 
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外国にルーツをもつ若者のための居場所づくりをさまざまな角度から行っています。15歳以上の外国に
ルーツをもつ若者が中心となり、国際交流センターでの活動だけでなく、地域で色々な活動に取り組んで
きました。毎月第一土曜日13：30～16：00 ※2025年7月からは毎週日曜日13：00～15：00（第一日曜休み） 

2024年度を振り返って 
 月に1回、外国にルーツをも

つ若者が集まり、ご飯を作った

り、おしゃべりしたりして過ご

す居場所です。24年度は参加者

のやりたいことを企画化し、一

緒に花火を見たり、遠足で神戸

に行ったりしました。昨年に引

き続き、参加者がやってみたい

ことをチャレンジする場とし

て、庄内コラボセンターでの

REKCAFEや国流フェスタでの

カフェ出店も行いました。  

2025年度に向けて 
 2025年7月より、開催日を

月1回から毎週日曜日に変更し

ます（第1日曜日を除く）。外

国にルーツを持つ若者がふ

らっと立ち寄り、安心できる

居場所を目指します。 

外国にルーツを持つ子どもたちを支援する関西の個人・団体によるネットワーク活動 

2024年度を振り返って 
月１回ペースでミーティ

ングを重ねています。さら

に2024年度は定例ミーティ

ング以外にも８月に文部科

学省の奨学金担当の職員を

呼んでセミナー（＠建国高

校）を行いました。また年

末には在留資格がない高校

生（大阪府内に限る）に対

する独自の奨学金制度もス

タートさせました。定期的

にミーティングで情報交換

を行うだけでなく、規模は

小さなものであっても、支

援のために必要な取組や資

源の開発を進めることがで

きてよかったなと思いま

す。  

2025年度に向けて 
2025年度もミーティングを重ねながら、ネットワークの広がりや自分たちの奨学金制

度の安定化に向けた取組を進めていきたいです。また、行政（府や国）に対する働きかけ

も継続して行い、現場と行政がつながって多文化共生を進めるようにしたいです。  

写真上)普段の活動のようす 写真左下）国際交流フェスタに出展  写真右下）神戸への遠足 

写真左）文部科学省の担当官を呼んで建国高校でセミナーを開催しま

した。 

写真右）独自の奨学金をスタートしました 。 
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日本語指導グループ「とよなかJSL」が運営主体となって、外国にルーツを持つ子どもの日本語教室を毎
週火曜、金曜17：00～19：00に実施しています。 

2024年度を振り返って 
コロナ禍が明け、家族を伴い日本

で働く外国人が増えるに従って、日

本語学習を必要とする子どもが増え

てきています。「こんぱす」でも、

それまで一対一で対応できてきた子

どもたちに対し、学年やレベルで組

み合わせ、ボランティア一人が複数

の子どもを担当するケースが出てき

ました。子どもの日本語レベルや事

情はそれぞれ異なりますが、皆が向

上できるよう工夫しています。 

2025年度に向けて 
「こんぱす」での学習希望者が増

えてきているため、希望に応えるこ

とが難しくなってきています。より

多くの子どもたちが学べるよう、ボ

ランティアの方もさらに工夫してい

きたいと思っています。 

写真）教室の様子 

「多文化フェスティバル」、帰国・渡日児童生徒学校生活サポート事業での「多言語による進路相談会」
など、学校や教育委員会との連携により、外国にルーツを持つこどもたちをサポートしています。 

2024年度を 
振り返って 

 

昨年に引き続き参加対象

を「外国にルーツを持つ子

どもおよびその友人」とし

て開催しました。さらに、

第20回企画として「おにぎ

りチャレンジ」を行い、子

どもたちは好きなおにぎり

の具を決めて、楽しそうに

おにぎり を作っ ていまし

た。 

ブース出展は、豊中市教

育委員会や豊中市外国人教

育推進協議会、協会などが

実施する各活動、教育委員

会主催の国際教室が遊びや

体験コーナーを出展しまし

た。ルーツを持つ先輩たち

や多様な国・地域・世代の

人たちと遊びや発表を通じ

て交流し、関わりあう良い

機会となりました。 

2025年度に向けて 
 
  次年度も外国につながりを持つ子どもたちが自分と同じような友だちや仲間たち
に出会い、一緒に楽しい時間を過ごすことができる機会を作りたいと思います。 

多文化フェスティバルの様子 

ボランティアより 



12 

 

外国人市民が地域で安心して生活できるよう、必要な情報の提供と相談サービス（電話、面接、オンライ
ンなど）を多言語で行う。相談体制：月/火/木/金/土曜日11:00～16:00／日本語、英語、フィリピノ語、
タイ語、中国語、韓国・朝鮮語、インドネシア語、ベトナム語、ネパール語、ポルトガル語、スペイン語
（予約制） 

2024年度相談実績について 
2024年度の相談件数は2,882件でした。

2019年 度 ま で は1,000件 前 後 で し た が、

2020年度に専門相談員と多言語スタッフが

常駐する相談日を増設し、体制を強化した

結果1,848件に増加しました。その後、新

型コロナを含めた「医療」の相談が増加

し、2021年 度 に3,376件、2022年 度 は

2,456件、2023年度は2,613件となりました

（以下、相談項目＜ ＞で記載）。2024年

度は前年度比で相談件数が増加し、さらに

相談者が抱える課題は複合化している様相

があります 

国籍別の相談件数では、ネパールが3割

を越え、前年度に引き続いて一番多く、次

いで、中国、フィリピン、ベトナムの順と

なっています。 

在留資格別の相談件数では、活動に基づ

く在留資格である「家族滞在」が31.5％と

なっています。身分又は地位による在留資

格で相対的に安定した在留資格である「永

住者」「定住者」「日本人の配偶者等」か

らの相談の合計22.1％を二年連続で上回っ

ています。「家族滞在」について、さらに

出身別に見るとネパールが61％を占め、年

代別に見ると20代が最も多いです。相談内

容別に見ると＜学校＞に関する相談が約3

割を占め、次いで＜日常生活＞ならびに＜

日本語学習＞に関する相談が多いです。ネ

パール国籍で「家族滞在」の相談は、10

代、20代が多く、親に伴って来日後の、就

学、日本語学習、進路、その他生活全般の

問題が寄せられています。 

在留資格別の相談件数について、活動に

基づく在留資格では「家族滞在」の次に

「技術・人文知識・国際業務」が多く、出

身別に見るとこれもネパールが41.2%を占

めています。相談内容別に見ると、＜公営

住宅(29件) ＞が多く、＜学校(17件)＞、＜

民間住宅 (13件) ＞、＜日常生活(13件) 

＞、＜保育(11件) ＞、＜メンタル(10件) ＞

と続きます。公営住宅と民間住宅を合わせ

た住まいに関する相談の合計は全体の半数

近くであり、低廉な住居へのニーズが高い

です。また、移住家族の呼び寄せや子の誕

生などから、学校、保育へのニーズ、日常

生活での困りごとや母国と異なる地での生

活によるメンタルの問題が寄せられまし

た。ニューカマー移住者の相談ではこのよ

うに、行政手続きだけでなく生活全般にお

ける手続きへの困難が浮き彫りになってい

ます。 

大阪弁護士会と共催で、リコン・アラート（協議離婚問題研究会）（事務局は当会）の「外国

人のための1日離婚相談ホットライン」を開催。2024年度で8年目となりました。 

ネパールの新年(左）、韓国の秋夕（右）を祝うコミュニティ交流会を開催。皆さん楽しそうです！ 

若者事業に参加していたネパールの若者の発案で実施したサッカー交流会。相談事業につなが

る若者やそのお友達、「早苗の森Buddies」のみなさん、スタッフ、市職員、若者事業コー

ディネーターが集い、楽しみました。 

庄内コラボセンターで1日多言語相談会を開催しました。 

（協力：大阪弁護士会、国際交流協会ネットワークおおさか、豊中しごと・くらしセンター） 
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2025年度に向けて 

 

・事業間の連携の促進。相談につながる若者が若者支援事業にも参加できるような働きかけや工夫。 
 

→問題提起。リコン・アラート結成10年のシンポジウムを開催したい。 
 

「日本語支援グループ・むすびめ」と実施して

いる日本語検定サポートは、毎年日本語能力検

定試験前に実施しています。実施回数のべ33

回。 

豊中市のすべての小学校（全38校）の3年生～6年生のクラスで、地域に暮らす外国人ボランティア

が、ルーツのある国の文化や言葉を紹介します。豊中市教育委員会の委託事業。 

2024年度を振り返って 
 

2年ぶりの実施のため、活動の

場を移した方もいましたが、変わ

らず参加してくださる方や新しく

加わってくださった方も多く、改

めて多くの温かい気持ちに支えら

れていることを実感しました。

様々な言語に対応し、全員が一度

は参加できるよう工夫しました。

参加者からは「笑顔が嬉しかっ

た！」「役に立てて嬉しい！」と

いった喜びの声をいただきまし

た。学校からも「貴重な体験で

す」との感想が寄せられ、活動の

大切さを改めて感じた一年でし

2025年度に向けて 
 

 学校からのリクエストを大切に

しつつ、多様な言語の授業実施を

促進したいです。研修会を充実さ

せ、ボランティアさんが安心して

活動できるように、交流の機会を

設け、教材作成も引き続き協働で

進めます。  

写真上）年度末の振り返り会 

写真左下）新人ボランティア向けデモレッスン 

写真右）外国人ボランティア登録説明会の様子 

＜多言語相談サービス続き＞ 
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Filipino Young at Heart’s Club (FYAHC) 
2016年度に（公財）大阪コミュニティ財団の助成を受けて実施した外国人高齢者の調査をふまえ
て、相談サービスで利用者が多いフィリピン人を対象として、40歳以上の中高年向けの居場所を
2017年5月から「Filipino Young at Heart’s Club」として2～3か月に1回程度開催しています。 

2024年度を振り返って 
 12月にクリスマス会を開催しました。冒

頭部分では防災についてのミニ講座があ

り、プレゼント交換やゲーム、歌や踊りな

ど盛りだくさんの内容でした。ゲームの景

品は、9月にあった国際交流フェスタのバ

ザー品からの寄付を活用でき、とてもあり

がたかったです。フィリピン人のための活

動ですが、フィリピン以外の国の方の参加

もあり、また、サンタクロースも登場した

ので子どもたちは大喜びでした。 

2025年度に向けて 
 Pinoy Festa（フィリピンのおまつり）、

大阪万博の見学や、他の国の人たちとの多

言語・多文化忘年会をやりたいです。豊中

まつりや新年会のステージで民族舞踊も踊

りたいです。子どもたちと一緒に、子ども

が中心になってできる取組がやりたいで

す。 

災害の多い日本で外国人が安心して暮らせるように、大規模災害時の外国人支援につながる啓発活
動を行い、災害時の支援体制を整備していく取り組みを各機関と連携しながら行っています。 

2024年度を 
振り返って  

 2024年度は外国人のため

の防災セミナー（4月）のほ

か、神崎川流域合同防災訓練

（11月）、市社協の災害時ボ

ランティアセンター設置訓練

（1月）、外国人のための消

防署見学会（3月）など地域

とつながった活動をすること

ができました。また、災害時

の迅速な情報発信や対応を目

指して、自動翻訳で15言語に

対応する災害時多言語支援情

報サイトをwebページに新た

に開設（7月）したほか、災

害時多言語支援センター設置

訓練（1月）も行いました。  

2025年度に向けて 
2025年度は、とよなか男女共同参画推進センターとの共催で「女性×外国人の視点で考える防災講座」の開催の他、引き続

き外国人のための防災セミナー開催や地域防災への参加などを積極的に取り組んでいきたいと考えています。  

写真上左）外国人のための防災セミナー 

写真上中）神崎川流域合同防災訓練ではやさしい日本語の紹介をしました。 

写真上右）消火器の使い方について説明をうけました。 

写真下左）災害時多言語支援センター設置訓練の様子  写真下右）消防署見学での煙体験 

写真上）クリスマス会 
写真下左）ダンスもありました 
写真下右）ゲームで盛り上がる子どもたち 
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小・中学生のための国際理解プログラム。地域に住む外国人を講師に迎えて交流しながら、様々な国、地
域について学びます。 

2024年度を振り返って 
 今年度はベトナム、韓国、イン

ドネシアをテーマにして実施しま

した。講師の先生が話してくれる

内容は興味深く、参加者全員で聞

き入っていました。さらに、伝統

衣装を着て写真を撮ったりゲーム

をしたり絵を書いたりと、楽しみ

ながら各国の文化に触れることが

できました。終了後には講師の先

生も交えて振り返りを行い、より

良い活動を目指して活動しまし

た。 

2025年度に向けて 
 来年度はより多くの国をテーマに

し て 実 施 で き れ ば と 思 い ま す。ま

た、伝統文化だけではなく最近の流

行など幅広くテーマとする国につい

て知ることができるプログラムを考

えてみたいです。  

写真上左）ベトナムにつ

いてたくさんお話しても

らいました。 

写真上右）インドネシア

のバティック（ろうけつ

染め）の模様のぬりえ体

験 

写真下）韓服を着て伝統

遊びを体験 

留学生とホストファミリーのホームビジット型の交流活動。半年から1年の期間交流しています。 
運営は「ホストファミリー世話人会」が中心になって、様々なイベントや日本文化体験事業も開催しています。 

2025年度に向けて 
 新しい世話人の方が2人増え、デジ

タル化の世の中フルに活躍して頂いて

います。これからはもっと世話人を増

やし、次の世代へと引き継いでいこう

と思っています。上手に世代交代をし

て、ホストファミリー事業を充実した

ものにしていきたいと考えています。 

2024年度を振り返って 
2024年の春からは、コロナ

禍前の活動に戻りました。ま

ず4月と10月に大阪大学の留学

生との対面、5月にJASSO大阪

日本語教育センターの留学生

との対面、そして、5月に万博

記念公園ピクニック、夏には

ニューズレターの発行(2022年

の号外版以来)、12月にポット

ラックパーティー、2月に登録

説明会と久しぶりに充実した

活動の1年でした。 

写真左上）ポットラックパー

ティーでは、留学生によるギ

ター演奏、ホストファミリーに

よるピアノ演奏が披露され、会

場は素敵な音色に包まれまし

た。 

写真右上、左下）万博記念公園

で開催されたピクニックでは、

各自持ち寄ったお弁当を食べた

あと、全員でゲームをして盛り

上がりました！ 

世話人会より 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00（会場：庄内図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2025年度に向けて 
 外国人ママさんがお引越し

されてしまったのでしょうな

いおやこはしばらくおやすみ

します。新しいボランティア

さんが入られたら活動を再開

します。  

2024年度を 
振り返って 

 

新しいボランティアさんも

入り、にぎやかにのんびり活

動 し て き ま し た。い つ も は

ゆったりおしゃべり会が多い

で す が フ ラ ダ ン ス、親 子 ヨ

ガ、小学生による絵本の読み

聞かせ会、外国人ママさんに

よるギョウザ作りなどイベン

トもたくさん行いました。 

子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00 （会場：岡町図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2024年度を振り返って 
 お子様の入園でママさんだけのご参加が増えたことも

あり、少し難しいクラフトにも挑戦しました。特に12月

の箸袋作りでは、お正月に向けて水引を結ぶ工程にも取

り組み、ボランティア自身も日本文化を見直すきっかけ

となりました。 

 また進学を心配されるママさんのお声から、給食セン

ターへの見学・試食も実施しました。 

 ママさんが友達のママさんを連れて来てくれる機会が

何度かあり、お友達紹介等で新しい輪が広がるお手伝い

ができることにもやりがいを感じています。おやこがみ

んなの憩いの場になり、新しい繋がりが出来ていく事が

実感できました。 

2025年度に向けて 
 ママさんもお仕事等で毎

回の参加が難しく、数ヶ月

ぶりのご参加という方もい

らっしゃいます。私達にで

きる事は“いつ来ても心地よ

い”雰囲気作りであり、それ

が新規の参加や継続的参加

にもつながると考えていま

す。   

写真上）お料理

会 

写真下左）お料

理会（マレーシ

ア） 

写真下右）給食

センターにいき

ました 

写真上）外国人ママさんのキムチとギョウザ作り 

写真下左）お別れ会＆絵本読み聞かせ会 

写真下中）フラダンス 写真下右）ヨガ体験 

ボランティアより 

ボランティアより 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日10:00～12:00（会場：千里図書館）※2023年度まで「おやこでにほんご」として活動。24年度より名称変更。 

2024年度を振り返って 
 日本の文化を知ってもらえるよ

うな活動を取り入れることで、参

加者とボランティアがお互いの文

化を教え合ったりしています。2月

には、参加者の方に中国文化につ

いて教えていただく機会を設け、

ボランティアにとっても学びとな

りました。例年は夏休みは活動休

止ですが、昨年度は8月に夏祭りを

開き子どもたちにも喜んでもらえ

ました。普段は平日に参加できな

い方にも知っていただき、多国籍

で交流ができました。 

2025年度に向けて 
 おとなも子どもも楽しめるよう

なイベントを開催して、たくさん

の方に気軽に来てもらえるような

居場所を作っていきたいです。 

写真上左）夏祭りで千本引き 

写真上右）料理室でフルーツポンチ 

写真下右）滑り台やおもちゃもあるよ 

2017年度からスタートした日本語交流活動。地域連携課東部地域係との共催で、豊中市東部・千里地域での外国人の
居場所、交流の場づくりを行っています。毎週木曜日10:00～11:30。（会場：千里公民館、千里図書館） 

2024年度を振り返って 
 活動場所は公民館と図書館の２か所を利用

しています。参加者全員の名前と顔が一致で

きるこぢんまりとした活動でしたが、秋から

参加者が増えてきて、図書館の集会室では定

員オーバーになるのではと心配するほどの人

数になっています。学習者ひとりひとりの学

習記録を作成しており、担当ボランティアが

代わってもスムーズに引き継げるように工夫

しています。お友だちを誘ってきてくれるこ

とも多く、嬉しい悲鳴をあげています。  

2025年度に向けて 
学習者もボランティアも増えてきているの

で全員が知り合えるよう、みんなの居場所と

なるように工夫していきたいです。それに向

けて七夕や年の初めの行事なども復活して楽

しい活動にしていきます。  

写真左上）広い公民館でも学習者さんでいっぱいです。 

写真左中）図書館集会室での活動の様子 

写真左下）学習者の希望も取り入れて活動しています。 

ボランティアより 

ボランティアより 



18 

 

毎週日曜日の13：00～15：00までの2時間、庄内公民館（庄内コラボセンター）で開催している教
室です。平日は主に働いていたり、学校に通っている人たちが学習しています。 

2024年度を振り返って 
 新しい学習者が増えました。ア

ジアやアフリカ、米国など国籍は

多様。年齢も10代の高校生から50

代まで幅広く、年度末の学習者は

約30人。皆さんとても熱心です。 
 普段は日本語レベルに応じたグ

ループ学習をしていますが、年末

には全員が集う茶話会を開催し、

家族も一緒に参加して楽しく交流

しています。 

 「世界とつながる交流カフェ」

の開催、やさしい日本語の導入な

ど、多文化共生をめざす図書館と

の連携も始まりました。  

2025年度に向けて 
日本語を学びたい人はまだまだ

多いはずです。地域の人たちに教

室の存在を知ってもらって、繋い

でもらい、教室と地域社会がつな

がれるような交流の場が生まれれ

ばと思っています。 

2020年度から開始。豊中市とその周辺の外国人向けに、オンラインの教室を実施しています。 
毎週木曜日19:00～20:00 

2024年度を振り返って 

 ボランティア人数が少ないので、新規学習者

をあまり増やすことができず、活動に停滞感が

あったのが残念でした。が、長く続けて参加し

ている学習者の日本語の伸びや、グループ内で

の学習者同士のつながりを画面越しに感じられ

ることは、ボランティアのモチベーションにも

なりました。国流フェスタに参加したことで、

学習者に対面できたこともいい機会になったと

感じています。日々の活動では、各ボランティ

アも工夫し短い学習時間を充実することがで

き、それが学習者の安定した出席率につながっ

ているのではないかと自負しています。   

2025年度に向けて 
対面での学習と違って、オンラインでは学習

者もボランティアも自宅にいながらクラスに参

加できます。いろいろな状況の中でも日本語が

学べる、そして日本語を教えられる環境を共有

し共に活動する仲間を募っています。  

ボランティアより 

ボランティアより 

学習者とボランティアの交流会。みんな笑顔です 

写真左上）集合写真 

写真右下）ポスターも作

りました！ 

交流会で一芸を披露する学習者さん 

マンツーマンからグループ

学習まで、レベルに応じた

学習をしています。 
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毎回テーマを設定しての教室形式で実施しています。学習者にはそれぞれボランティアがサポート
にはいり、個別対応もしています。毎週月曜日10:00～12:00 

2024年度を振り返って 

 今年度は、様々なテーマで学びを深め

ることができました。 

 道案内や、不動産屋さん、病院での会

話に役立つ表現を学ぶとともに、料理に

関する言葉や百均で目にする身近で実用

的な語彙にも触れました。また、ラジオ

体操や体を動かしてその動きや表現を学

習したり、ことば遊びなどを通して楽し

さや面白さを忘れず、自然な形で文法を

取り入れながら、ボランティアと学習者

が一体となった「もっともっとらしさ」

を感じる一年となりました   

2025年度に向けて 
 新たに6人のボランティアが加わり、それぞれ多彩なト

ピックや内容を提供しながら、ボランティアと学習者がとも

に楽しめる時間を作りたいと思います。学習者の積極的な会

話を引き出し、その成長を実感できるような充実した時間を

目指します。  

レベル別、目的別でのグループ活動です。同じ時間帯に「多文化子ども保育にこにこ」もありま
す。毎週木曜日13:30～15:00 

2024年度を振り返って 
 グループ学習の他に、全体でのティーパーティー

を夏と冬に行いました。手作りお菓子を持参してく

れた学習者さんあり、料理室でハラルのお好み焼を

作ったボランティアありと、言語でのコミュニケー

ションだけでなく、食を通じての発見や共感など素

敵な交流の場となりました。また活動時間だけでは

見えない一面を知ることが出来る、オリジナル新聞

「木ひるちょっとほっと」も、楽しい記事であふれ

る一年となりました。   

2025年度に向けて 
この活動を通じて、来年度も学習者さんとボランティアが互いに

尊重し共感しあえる場を目指して、より居心地の良い環境つくりの

ために取り組んでいきたいと思います  

ボランティアより 

ボランティアより 

写真左上）もっともっとの面々、やるときは全力投球 

写真左下）学習テーマに集中してます 

写真右）“だいちゃん”も、もっともっとの一員としてコミュニケー

ション 

写真中）学習者さんの作品と共にフェスタに参加しました 

写真上）グループ１，グループ２ 

写真中）グループ３，グループ４ 

写真下）グループ５ 
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同じ時間帯に「多文化こども保育にこにこ」もあります。 
毎週金曜日10:30～12:00 

2024年度を振り返って 
 金あさが大切にしている活動のひとつ

に、学習者・ボランティア相互の文化交

流があります。今年度はお料理会、七

夕、お楽しみ会、お正月の遊びなどのイ

ベント企画、そして学習者とボランティ

アが各国の民族衣装を着て活動に参加し

た日もありました。文字どおり言葉の壁

を乗り越えて楽しく交流し、参加者の意

外な一面も発見できました。  

2025年度に向けて 
グループごとに自由なスタ

イルで学習するという金あさ

の特色を生かし、多様化する

学習者のニーズに対応したい

です。そのためにはより柔軟

な発想でグループ間の連携を

とり、協力しながら活動して

いきたいです。 

平日働く人たちも参加できる日本語交流活動。参加者のさまざまなニーズに対応しています。 
毎週日曜日10:00～11:45 

2024年度を振り返って 
 今年度参加された方は、アジアの方々を中心に84人。必

ず出席しなければならないと言う縛りがないからか、各会

の参加者は17人前後でした。来日したばかりで一から日本

語を勉強される方、久しぶりに来られる方、何年も継続し

ておられ日本語も流暢な方… と様々ですが、「日本語でコ

ミュニーケーションを取りたい！」という思いは皆さんに

共通しています。今年度は12月にお楽しみ会、3月にはお

料理交流会の活動を楽しみました。  

2025年度に向けて 
 日頃の活動以外で学習者と

ボランティアが交流できる機

会を増やしたいです。また最

近は、10代の学習者も増えて

おり、進学に何が必要か？ボ

ランティアに何かできること

があるか？など考えていきた

いです。  

写真左上）お楽しみ会：マ

イク持参で日本の歌を熱唱 

写真右上）お楽しみ会：ボ

ランティアの音頭でみんな

で沖縄カチャーシー 

写真左下）民族衣装で金あ

さ活動！ 

写真右上）普段から、笑いの絶えない学習時

間を楽しんでます 

写真左下）７か国の料理が一度に味わえて、

大好評！５年ぶりに再会した料理交流会 

写真中）ボランティアも料理を通じて交流を

深めることができました 

ボランティアより 

ボランティアより 
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地域に暮らすすべての人のために、参加しやすく、国際理解、異文化理解を促進する様々な取り組みを実施していま
す。 

2025年度に向けて 
【世界をたべよう】 

 来年度も引き続き、地域の外国人と参加

者とが出会い、交流を深められるような、

食文化を通じた国際理解を推進していきた

いと思います。  
【国流シネマ・とよなかシネコン】 

 次年度も、参加対象者の関心事やニーズ

を反映させた映画を企画したいです。  
【多文化・多言語セミナー】 

 地域の方が広く参加できて、多文化にふ

れ、学ぶ機会をより積極的につくっていき

たいです。 

2024年度を振り返って 
【世界をたべよう】地域在住の外国人を講

師に迎え、「ペルー編」「台湾の美味しい

お話編」の他、「外国人のためのお弁当講

座」の計3回実施しました。美味しいお話

編では、普段センターへの来館が難しい新

たな参加者とのつながり作りを目的に、セ

ン タ ー を 飛 び 出 し 柴 原 町 に あ る カ フ ェ

「MORGEN cafe and galley ＋」で開催し

ました。    

【国流シネマ・とよなかシネコン】今年度

は12月～2月にかけて、市内の公共施設と

共催で「とよなかシネコン」として、シネ

マを開催しました。話題作となっていた

「オッペンハイマー」を上映し、広報にも

力を入れました。国流の事業への関心も高

まったのではないかと思います。  
【多文化・多言語セミナー】4月の「パン

ソリライブin豊中」にはじまり、今年度も

「難 民」、「坐 禅」（協 力 ： 東 光 院 萩 の

寺）など多彩なテーマの催しを開催しまし

た。地域の外国人が英語で文化紹介を行う

「English Day」も好評でした。 

ボランティア養成講座やボランティア向け研修を開催し、多文化共生社会をつくる人づくりを行っています。 

2024年度を振り返って 
今年度は「日本語交流活動ボラ

ンティア養成講座」「多文化子育

て支援ボランティア養成講座」を

開催しました。講座を聴くだけで

はなく、グループワークを取り入

れながら参加者同士が意見交換を

したり、横のつながりができたり

するように工夫をしました。 

また、マイクロアグレッション

をテーマにした研修を３回実施、

更に性の多様性について考える研

修も行い、様々な事業に関わるボ

ランティアが参加しました。 

2025年度に向けて 
 来年度も引き続きボランティアの声を聞

き、参加者や活動の現状を考えながら、講

座や研修を充実させていきたいです。  

マイクロアグレッション研修の様子（講師：ヒューライツ大阪 朴利明さん） 

写真左上）安聖民さんの「パンソリライブin豊中」は4回目となりました。 

写真左中）アルペなんみんセンターの漆原比呂志さん（「難民の友に、難民と共に」） 

写真左下より順に）日本文化紹介事業として外国人のための坐禅体験会を萩の寺にて開催／

「オッペンハイマー」を上映／English Dayネパール編の様子／「世界を食べよう」で外国人

のためのお弁当講座 

多文化子育て支援ボランティア養成講座の様子。テーマは「多民族共生のまちづくりを目

指して～「民族保育」の視点から～」講師は森本宮仁子さん（IKUNO・多文化ふらっと、

聖和共働福祉会）※写真右 
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【ESDとよなか】国連持続可能な開発のための教育の10年（2005年～2014年）の理念に基づき、次世代に渡す地域づくりのための多様なセク
ターが連携するための取り組み。【メディアリテラシー】メディア分析を通じて「外国人・日本人」の捉えられ方、考え方を見直す参加型の

講座。【講師派遣】地域の学校・諸団体への講師派遣。【開発教育教材作成プロジェクト／マイクロアグレッション啓発パンフレット作成】
2023年～2024年度にかけて協力者とともに実施しました。 

2024年度を振り返って 

【メディアリテラシー入門講座】子どもに関わるボランティ

アや支援者、大人向けに「子どもとメディア」をテーマに開

催しました。また同日の午後に中高生向けの「メディアリテ

ラシーってなに？～自分たちで動画を作ってみよう」という

ワークショップを実施しました。子どもも大人もどのように

メディアと付き合うかを考える機会になりました。  
【講師派遣】2024年度は51件の依頼があり、計87人の講師を

派遣しました（うち外国人講師62人）今年度はマイクロアグ

レッションに関する派遣も行いました。  
【開発教育教材作成プロジェクト】ネパールと多文化共生を

題材とした開発教育教材作成を2023年度から実施していま

す。2024年度は小学校での模擬授業などを重ねました。  
【マイクロアグレッション啓発パンフレット作成】協会事業

に関わるスタッフ・ボランティアに向けて、悪意のない差別

「マイクロアグレッション」について知り、考えるためのパ

ンフレットを作成しました。また理解を深めるための研修も

ボランティア向けに３回実施しました。（詳細はP.24参照） 

2025年度に向けて 
【開発教育教材作成プロジェクト】2025年度は公開できる形

に整え、たくさんの方に使っていただけるようにWEBでも公

開する予定です。【マイクロアグレッション啓発パンフレッ

ト作成】パネル展示を3か月間行い、多くの人にマイクロア

グレッションについて知ってもらう機会にしたいと思ってい

ます。また展示後もパネルの貸し出しを行い、他団体や他機

関での活用も積極的に取り組んでいきたいです。  

※ESDとよなか連絡会議：赤ちゃんからのＥＳＤ，市民環境会議アジェ

ンダ21、とよなか人権文化まちづくり協会、とよなか国際交流協会、と

よなか男女共同参画推進財団、豊中市社会福祉協議会、教育委員会（社

会教育課）、環境政策課、千里文化センター、人権政策課が構成メン

バーのゆるやかなネットワーク 

写真左）開発教育教材模擬授業のようす（上牧小学校） 

写真右）メディアリテラシー講座のようす 

2024年度を振り返って 
  【SNS発 信・多 言 語 広 報】協 会 ホ ー ム ペ ー ジ、

Facebook、LINE、Instagramなど様々な媒体を使って

情報発信を行いました。イベント情報や災害情報の多言

語配信（9言語）の他、おしらせコラム配信やイベント

報告など積極的に行いフォロワーも増加しました。 

【こくりゅうだより】協会のイベント告知や報告、コラ

ムなどを掲載し、詳細は二次元コードから見れるように

工夫しました。毎月1,100部発行し市内公共施設や小・

中学校園、賛助会員に配布する他、FacebookやLINEで

も配信をしました。また、表紙イラストは近隣高校の美

術部やイラスト部が協力・作成してくれました。 

【ギャラリー展示】来館者のニーズに合わせて多言語で

のチラシ配架や展示を行いました。  

 【民族衣装・図書貸出】今年度は民族衣装・貸し出しの

件数が58件と大幅に増加し、また、図書は84件の貸し出

しがありました。今年度は豊中市立図書館の団体貸出制

度を活用し、今こそ知ってほしいというテーマの本を市

立図書館の司書の方に選書していただき、それをセン

ターに配架・貸出する取り組みを新たに始めました。 

地域への情報発信、ならびにとよなか国際交流センターの貸室業務など公共空間の管理、組織運営を行っています。 

2025年度に向けて 
【SNS発信・多言語広報】イベント告知・報告の他、日常的な活

動の様子などについても積極的に情報を発信するほか、もっと外

国人のニーズに応じた多言語情報発信ができるような内容を検討

していきたいです。SNSへの登録もお願いします！ 

【こくりゅうだより】イベント報告や告知だけでなく、豊中市内

の外国人に関連するトピックや今こそ知りたい内容などを掲載し

ていきたいと考えています。 

【ギャラリー展示】今年度作成したマイクロアグレッションのパ

ンフレットに関するパネル展を企画しています。展示スペース以

外の壁面や廊下などを活用し、よりオープンな雰囲気での展示企

画や館内展示を目指します。 

【民族衣装・図書貸出】民族衣装や図書をより活用してもらえる

ような利用案内を積極的に行います。また寄付などで増えつつあ

る民族衣装や図書の在庫整理も進めていきたいと考えています。 

図書館からのテーマ型貸出書籍  民族衣装を展示しています   Instagramの投稿 
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とよなか国際交流フェスタのようす 

2024年度を振り返って 
【とよなか国際交流フェスタ】 

 年1回行う国際交流フェスタは、セン

ターで国際交流活動を行う登録グループ

が実行委員となって開催しています。今

年 度 は、ESDと よ な か(前 頁 参 照)の

「ちゃんぷる屋台村」と同日開催であっ

たこともあり、700名近い参加者があり

ました。また当日ボランティアとして市

民、協会ボランティア、地域の高校生総

勢35名が参加してフェスタを盛り上げて

くれました。料理販売では20種類を超え

るメニューがあり、参加された方が何を

買うか迷うほどの盛況ぶり。子どもの遊

びのコーナーでは折り紙体験や工作に真

剣に取り組む子どもの姿がたくさんあり

ました。新規企画の「お気に入りの民族

衣装を探そう！」コンテストもたくさん

の方が投票して下り、上位3位の結果発

表に大いに盛り上がりました。    
【しょうないREK】 

 2023年度に引き続き庄内コラボセン

ターにおいて市との協働で、カフェス

ペース（庄内コラボセンター１階）にて

リサイクル本の販売、カフェ出店を行っ

ています。2024年度は通常の出店に加

え、ベトナム編・中国編・チェコ編と

いったイベント型のカフェも実施し、た

くさんの外国人住民や地域住民と新らに

つながることができました。また、若者

事業の参加している外国にルーツを持つ

若者のチェレンジの場としても活用しま

した。  
【豊中の市民活動共同デスク】 

豊中市内の中間支援組織の定期的な情

報交換の場です。今年度は、各団体のス

タッフ対象にファシリテーションについ

て学ぶ研修会を開催しました。  
【多文化まなびあいネット】 

 今回はやさしい日本語ワークショップ

を実施しました。  

様々な市民団体、中間支援組織と共に、多文化共生のまちづくりをすすめるための協働事業を実施するととも
に、市民主体の国際交流活動を促進するための相談、および支援をおこなっています。 

2025年度に向けて 
【とよなか国際交流フェスタ】 

 来場者アンケートでは今後もこのようなイベントに参加したいという意見が96％もあり、「いろいろな国の料理が食べられ

て良かった」「民族衣装が華やかだった」「多くの外国人の方が豊中に住んでいるのだと知ることができた」等の意見をいた

だきました。2025年度も実行委員を中心に幅広く募集するボランティアと共に、豊中で知られる(豊中まつりの次に？)イベン

トに育てていきたいと思います。   
【しょうないREK】 

 今年度３回開催したイベント型のカフェを中心に次年度も行い、フィリピン編やマレーシア編など、南部地域に暮らす外国

人とつながれる機会を作っていきます。   
【豊中の市民活動共同デスク】2025年度も継続し、互いの経験を持ち寄ることで組織運営に役立てていきたいです。  
【多文化まなびあいネット】外国人が抱える課題についてとりあげ、関係団体と共に学ぶ機会をつくっていきたいです。 

世界とつながる交流カフェ：チェコ編 

ベトナ

ムのハ

ス茶 

市民活動共同デスクの会議のようす 

多文化まなびあいネットのようす 
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TOPICS① 

 

当協会では活動の参加者だけでなく、活動に関わるボラン

ティア、職員やスタッフも含め、みんなが安心していられる・

関わることができる場所を目指しています。2024年2月より、マ

イクロアグレッション啓発のパンフレット作成を、ボランティ

アなどから成る11名のワーキングメンバーで進めてきました。 

 マイクロアグレッション（以下、M.A）とは、無自覚の偏見に

よって生み出される日常にあふれた差別的な言動です。ほとん

どの場合する側に悪意はありません。しかし、例えば「女性が

いれたお茶はおいしいね」「日本語上手ですね」「「ハーフだ

から可愛いね」など、一見誉め言葉に見えても偏見や無意識の

思い込みが含まれる発言や行動はM.Aになります。する側は軽は

ずみにしてしまったとしても、された側はそういった経験を蓄

積するほど、精神的ダメージが大きくなっていきます。M.Aは主

に人種・民族、ジェンダー、障害、セクシャリティ、宗教、被

差別部落出身などの属性においてマイノリティ（社会的に弱い

立場）である人々に向けられます。 

 ワーキングメンバーからは「パンフレット作成の過程で、私

が『今の言動嫌だな』と何度も思ってきたことが気にしすぎでないこと

が分かり、今までの自分が救われた気がしました。と同時に私の言動で

いろんな人を不快にしてきたことにも気づきました」「ミーティングを重ねる中で信頼関係と安心で

きる場づくりの大切さを再確認しました。議論の中では、参加者が自身の経験や見聞きした実際の場面を話すこと

も見られました。その際、グラウンド・ルールや安心できる雰囲気、声かけによって少しでも安心して話せる、聴

ける環境を作ることがMAを議論する基礎だと気づきました」という感想をもらいました。 

  2024年11月に協会事業に関わるスタッフ・ボランティア向けの「マイクロアグレッション」パンフレットが完成

しました。このパンフレットは協会ウェブサイトでも公開され、多くの人に読んでいただいています。センターで

はこのパンフレットを用いた研修をボランティア向けに4回（内1回は日本語ボランティア養成講座）実施しまし

た。今後もパンフレットや研修等を通してM.Aについて話せる場を増やし、安心・安全な場の実現をボランティア

とともに考えていきたいと思っています。 

2025年5月～8月に、センターギャラリーにてパネル展示を行っています。多くの人にM.Aについて知ってもらう

機会にしたいと思っています。また展示後もパネルの貸し出しを行い、他団体や他機関での活用も積極的に取り組

んでいきたいです。 

☞パンフレットはこちらから

読めます。 
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TOPICS② 

 

 2024年度、豊中市からの委託を受け、「豊中市やさし

い日本語啓発事業」を実施しました。やさしい日本語

（略して"やさにち"）は、日本語を優しい気持ちで、易

しくわかりやすい言葉に言いかえたもので、外国人だけ

でなく高齢者や障害を持つ人などにも有用と言われてい

ます。この“やさにち”を多くの人たちに知ってもらい、

普段のコミュニケーションに役立ててもらうため、啓発

事業では主に①やさしい日本語啓発教材の作成（テキス

トとワークシート）、②テキストを反映した啓発動画の

作成、③やさしい日本語啓発グッズの作成（缶バッジと

ステッカー、ポスター）⑤ワークショップならびに出前

講座の開催（計21回、合計854人参加）を行いました。 

 来年度も引き続き、啓発活動を広く実施することでや

さしい日本語を広めていく「やさにちひろめらー」を増

やしていきたいと思っています。今回は特に学校園にお

いて、ニーズが高いことが分かりましたが、政府の外国

人労働者の受入れ拡大等の動きを見据え、外国人を雇用

している事業者においても実施できるよう取り組んでい

きたいと考えています。  

  

写真上）全員集合！ 

写真下）右から2人目がシブさん 

☞やさしい日本語

のパンフレットや

ワークシートはこ

ちらからご覧いた

だけます。 

写真左）介護施設での出

前講座 

写真右）缶バッジとス

テッカー 

やさしい日本語テキスト（一部例） 

広告協賛 
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好評販売中！ 

広告協賛 
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広告協賛 
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青柳 隆 
赤尾 勝己 
石墨 方子 
石原 毅 
伊藤 真生 
上田 典雅 
内海 弘子 
榎井 縁 
榎原 智子 
老田 眞理子 
王 寧 
岡田 歩美 
奥井 泰伸 
おざき ともみ 
小野 仁彦 
嘉藤 博久 
カナムラ ヒトシ 
木内 淑子 
貴志 千恵子 
岸田 すみ子 
郡山 智代 
後藤 澄江 
五味 久美 
坂原 健史 
齊藤 悦子 
佐藤 英樹 
Sicong Chen 
菅 孝節 
高木 智志 
滝村 恵子 
武田 丈 
竹本 順一 
張 惠永 
陳 煒匀 
チン ホンピン 
陳 麗萍 
照井 篤子 
徳弘 保 
徳弘 博子 

富岡 美知子 
友國 武 
中田 峯代 
中村 千代賢 
仁科 一江 
野村 亜紀 
長谷川 洋司 
服部 圭子 
伴野 多鶴子 
久木 治男 
樋渡 達成 
藤本 徳子 
松本 康之 
丸山 竹司 
三木 秀夫 
南 かほる 
森 博次 
森川 陽子 
安岡 健一 
矢野 美智枝 
薮田 直子 
山野上 隆史 
山本 愛 
山本 房代 
山本 正樹 
山本 惠信 
YU JINGU 
吉内 恵美 
吉岡 誠一 
吉田 潤子 
米津 加代子 
和田 由起子 

＜団体＞ 

RS Engｌish 

アミーゴ 

日本聖公会 石橋聖トマス教

会 

公益財団法人AFS日本協会大

阪北支部 

NPO法人国際交流の会とよ

なか 

NPO法人 ZUTTO 

日本聖公会 東豊中聖ミカエ

ル教会 

SARTAJ 

DIP RASNA 

 
匿名：個人34人 
   団体1 

 

 
当協会ウェブサイトからクレジットカード

で会費や寄付金をお支払いできます！ 

            お手続きはこちら→ 

 

賛助会員として協会を応援してください！ 
 

協会の理念に賛同して、会員として協会の外国人のための支援事

業を支えて下さる方を募集しています。会員になると、「こくりゅうだ

より」などの情報を毎月郵送でお届けします。 

お支払い（お申込み）はクレジットカード（当会ウェブサイトから）、

郵便振替、当会受付で現金支払いが可能です。 
 

当会への会費（寄付金）は税額控除の対象となります！ 
 

郵便振替の場合、以下の郵便振替口座あてに年会費をご送金くだ

さい（通信欄に「賛助会員年会費」と明記して下さい）。 

●加入者名： 公益財団法人とよなか国際交流協会 

●口座番号：００９９０ー３ー３０５８２８ 

●年会費： 個人3,000円、団体10，000円、法人10,000円（会員期間：4月

～翌3月末） 

※ご寄付も随時受け付けています！ （税額控除の対象となります）  

※他、未使用テレカや書き損じはがき、中古ゲームソフトなども集めています。 

広告協賛 
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（2025年3月31日現在、順不同、敬称略） 

【理事】 

理事長：松本 康之（弁護士：長野総合法律事務所） 

常務理事：山野上 隆史（とよなか国際交流協会事務局長） 

榎井 縁（藍野大学医療保健学部教授） 

浦 耕太郎（豊中市立小学校教諭） 

服部 圭子（近畿大学生物理工学部教授） 

徳弘 博子（豊中市民） 

田中 逸郎（NPO法人NPO政策研究所理事） 

ヨコタ ジェリー（大阪大学名誉教授） 

片山 フィオナ（豊中市民） 

 

【監事】 

種田 ゆみこ（種田ゆみこ公認会計士税理士事務所） 

呉 幸 哲 （呉税理士事務所） 

山上 真理（公認会計士 山上事務所） 

【評議員】 

野崎 志帆（甲南女子大学文学部多文化コミュニケーション学科教授） 

窪 誠（大阪産業大学経済学部教授） 

園崎 寿子（エクパット・ジャパン・関西共同代表） 

宋 悟（NPO法人IKUNO・多文化ふらっと理事・事務局長） 

大家 幸子（豊中市立中学校教諭） 

伴野 多鶴子（豊中市民） 

上村 有里（NPO法人とよなかESDネットワーク事務局長） 

オチャンテ カルロス（奈良学園大学教員） 

ラッタナセリーウォン センティアン（大阪大学人文学研究科助教） 

 

【顧問】 

金 菊子（大阪女学院大学特任講師） 

南 一成（元公益財団法人大阪府国際交流財団常務理事兼事務局長） 

柴田 亨（よみかき茶屋コーディネーター） 

 

山野上 隆史(事務局長) 
山本 愛（事務局次長兼事業主任） 

山根 絵美（事業主任） 
三木 幸美（事業主任） 
大庭 みゆき（事業担当） 

カツラ シャハラ（事業担当） 
安村 梨紗（事業担当） 
安藤 綾子（総務主任） 

林 陽（総務担当） 
三谷 あゆ子（総務担当） 
 

吉嶋 かおり（主任相談員） 
ラボルテ 雅樹（相談員） 

＜多言語スタッフ＞ 
平松 マリア（フィリピノ語、英

語） 
朴 貞 淑（韓国・朝鮮語） 
賈 晨（中国語） 

バティ シュレスタ（ネパール
語） 
プリーチャーパンヤー シャヤー

ポーン（タイ語） 
中原 あや子エリアネ（ポルトガ
ル語、英語） 

長岡 ハン（ベトナム語） 

広告協賛 
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広告協賛 
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広告協賛 
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